
 
 
 
 

平成２４年７月１８日(水) 

国土交通省関東地方整備局 

 

記者発表資料 

※発表概要を記載 

 

 

 

 

 

川崎港東扇島地区の東京湾臨海部基幹的広域防災拠点（東扇島地区）は、首都直下地震等大規模かつ広域的

な災害が発生した際に、海上輸送を中心とした緊急物資等の集積、荷捌き、分配、一時保管や警察、消防、自

衛隊等の広域支援部隊の活動拠点として機能することになります。 

 

関東地方整備局は、災害発生時に迅速かつ効率的な緊急輸送が出来るように色々な事態を想定した訓練を実

施し、川崎市をはじめとする関係機関との連携に努めております。 

 

人員及び緊急物資の輸送を主とした訓練を平成２４年７月２５日（水）実施します。 

多摩川下流域の大師河原河川防災ステーションと連携したヘリコプターによる人員及び緊急物資輸送訓練、

小型船舶による帰宅困難者及び緊急物資海上輸送訓練、緊急物資の搬出搬入・仕分け訓練、災害対策用テント

とエアテントの設営訓練などをおこない、防災対応能力の向上と関係機関とのさらなる連携強化を図ります。 

詳細は、別紙をご覧願います。 

一般の方が見学できる観覧席を設けておりますので、是非ご参観下さい。 

 

※取材を希望する場合は、７月２４日（火）１２時までに別紙にて事前登録をお願いします。なお、延期 

の場合は登録された連絡先へ直接連絡いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表記者クラブ 

 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、横浜海事記者クラブ、 

物流専門誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先   

所属 国土交通省 関東地方整備局 

港湾空港部 首都圏臨海防災センター 

氏名 センター長 滝村 誠 

課長補佐 黒澤 忠男  

電話：０４４－２８１－２３３０ 

FAX ：０４４－２８１－２３３１ 

 

 

東京湾臨海部基幹的広域防災拠点（東扇島地区）で 

～緊急物資輸送訓練を実施します～ 



                                            別 紙  

東扇島地区基幹的広域防災拠点緊急物資輸送訓練概要 

 

１．目的（内容） 

首都直下地震発災時において、東扇島地区基幹的広域防災拠点（以下「東扇島」という。）は、陸路、

海路、空路を活用した物流に関するコントロール機能を担うとともに、広域緊急援助部隊、緊急消防援

助隊及び自衛隊の各部隊の活動拠点として位置づけられています。 

今回の訓練では、大師河原河川防災ステーション（以下「大師河原」という。）と連携したヘリコプタ

ーによる人員及び緊急物資航空輸送、小型船舶による水上輸送、災害対策用テント・エアテント設営と

搬出入と仕分けの作業性の検証などを行い、防災対応能力の向上とさらなる連携強化を図るものです。 

 

２．実施日時  

平成２４年７月２５日（水）１３:００～１６：００  

     予備日 平成２４年７月２６日（木）１３：００～１６：００ 

 

  13:00 開会 あいさつ  関東地方整備局副局長  吉永 清人 

   13:10 訓練概要説明  関東地方整備局港湾空港部首都圏臨海防災センター長 滝村 誠 

   13:15 訓練開始 

   16:00 訓練終了 

   16:00 閉会 講評  関東地方整備局港湾空港部長 下司 弘之 

  

３．実施場所 基幹的広域防災拠点（東扇島地区） 

         川崎市川崎区東扇島東扇島公園  

大師河原河川防災ステーション 

  川崎市川崎区大師河原１－１－１５ 

 

４．訓練内容 

① 緊急物資陸上輸送訓練 13:20～15:20 

   ・緊急物資搬入、搬出、荷捌き訓練－テント内作業性検証 

② 緊急物資海上輸送訓練 13:20～16:30 

・小型台船による水上輸送訓練（東扇島舟運岸壁～大師河原河川防災ステーション）  

③ 帰宅困難者海上輸送訓練 13:50～15:00 

・「けいひん号」京浜河川事務所（東扇島舟運岸壁～大師河原河川防災ステーション） 

・「ひばり」川崎市港湾局  （東扇島-4.5m岸壁～千鳥町岸壁） 

④ 人員及び緊急物資航空輸送訓練 13:10～15:00 

・ヘリコプター「あおぞら」関東地方整備局 

・ヘリコプター「そよかぜ１」川崎市消防航空隊 

 人員参集 横浜ミニフロート～東扇島  13:10～13:50 

    緊急物資及び救急搬送 東扇島～大師河原 14:10～14:55 

⑤ ヘリポート航空灯火設置訓練（２５日午前） 

⑥ 駐機スポット設置訓練（２４日） 

⑦ 災害対策用テント及びエアテント設営訓練 13:20～15:40 

 

５．訓練参加機関 

  内閣府、国土交通省関東地方整備局（港湾空港部、京浜河川事務所）、国土交通省関東運輸局、 

川崎市、川崎臨港警察署、(社)日本埋立浚渫協会、川崎港運協会、防災エキスパートの皆さん 

 

 



人員及び緊急物資（陸上・海上・航空）輸送訓練 

災害対策用テント 

荷捌地 

エア（仕分け用）テント 

大師河原河川防災 
ステーションへ 

大師河原河川防災
ステーションへ 

陸上－９号岸壁に陸揚げされた緊急物資を荷捌地のテントに搬入、仕分け 

H 
ヘリポート 

舟運岸壁 

「けいひん号」帰宅困難者 

「台船」緊急物資 

-4.5m岸壁 

「ひばり」帰宅困難者 

駐機スポット設置（前日） 

海上－帰宅困難者を「けいひん号（京浜河川事務所）」と「ひばり（川崎市）」に 
より海上輸送。緊急物資を台船にて海上輸送 

航空－ヘリコプター「あおぞら（関東地方整備局）」により緊急物資輸送。「そ
よかぜ１（川崎市）」により救急搬送。 

千鳥町岸壁へ 



人員及び緊急物資搬出訓練(航空・海上輸送)ルート 

小型船舶による海上輸送ルート 

東京湾臨海部基幹的広域防災拠点(東扇島地区) 

地域防災拠点 
（大師河原河川防災ステーション） 

多摩川 

大師河原河川 
防災ステーション 

緊急船着場 
ヘリポート 

大師ＪＣＴ 

舟運岸壁 

千鳥町岸壁 



案内図 

関係者及びマスコミ専用
駐車場入り口 

一般見学者駐車場入り口 

関係者及びマスコミ専用
駐車場 

一般見学者駐車場 

本部テント（受付） 



ＦＡＸ送信表

関東地方整備局港湾空港部

首都圏臨海防災センター　宛

FAX番号　０４４－２８１－２３３１

防災訓練取材申し込み書

会 社 名

担 当 者 名

連絡先：部署等

電 話 番 号

取材体制 ： 人数

レポーター 有無 有 無

インタビュー有無 有 無

連　絡　事　項

連絡事項欄は、インタビュー内容や担当者が訓練によって異なる場合等適宜ご利用ください。

※電話でも登録いただけます。

※インタビュー内容についてこちらから問い合わせをする場合がございます。

■連絡先

〒210-0869　川崎市川崎区東扇島５８－１５

担当　首都圏臨海防災センター長　滝村　　課長補佐　黒澤

電話：０４４－２８１－２３３０ ＦＡＸ：０４４－２８１－２３３１

※ご提供いただいた個人情報は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律にのっと
り、本件に関するご連絡のみに利用し、厳正な管理により取り扱います。
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